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達成率（累計％） 20.0 30.0 50.0 90.0 95.0

（累計）１00

しゅんせつ土砂処分
場計画の策定件数
（件）

しゅんせつ土砂処分場計画の策
定件数を把握することで、計画
の進捗をみます。

検討の進捗率（％）

検討内容（①必要性の整理、②候補
地の選定、③候補地の比較検討、④
関係者調整、⑤実現可能性等）を整
理し、計画を策定する必要があり、そ
の進捗率を表します。

達成率（累計％） 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

効
率
性

最小のコストで成果をあげているか？

受益者に適正に負担させているか？

効率的な運営主体となっているか？

有
効
性

目的や目標の水準は妥当か？

目標を達成したか？

個別施策へ貢献したか？

目標

実績

目標

実績

達成率（単年度％）

個19事01

概要
継続的に発生するしゅんせつ土砂の大規模処分先について、国土交通省中部地方整備局
と調整するとともに、土砂処分場の確保に向けた検討・調査を行い、しゅんせつ土砂処分場
計画を策定します。
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事務事業シート 対象事業年度 平成 23

事務事業名 01 しゅんせつ土砂処分場計画の策定

年度 コード

4   環境にやさしい港 22年度事業・個別施策評価結果
（今後の取組みの方向性） 責任者

コスト成果

連携課

目的 しゅんせつ土砂処分場計画を策定します。
事業
期間

平成18～23年度
※「その他特記事項」

完了
連絡先

根拠
法令等

実施
義務   　　 有        無

関連
シート

23年度に実施した
内容･結果

23年度は、長期的なしゅんせつ土砂処分場計画について、直轄事業者である国土交通省中部地方整備局等と会議を行
い、計画策定に向けた検討を行いました。

23年度の実施予定

コスト（年度） 単位 19（実績） 20（実績） 21（実績） 22（実績） 23（実績） 備考（款項目節等）

0事業費　計 千円 0 0

千円

0 0

0 0 0 0

人員費　計

一般会計 千円 0
事業会計

その他 千円

0.50

千円 6,948 7,016 3,948
正規職員 人 0.80

（款項目節）

（算出計算式）

（その他）嘱託職員 人 0.00 0.00

5,513 4,310

0.80 0.46 0.65

0.00 0.00 0.00

3,948 5,513 4,310合計 千円 6,948 7,016

23 最終目標活動・成果　指標 年度 19 20 23 備考（指標の算定方法など）

0 0 1 1 1 （累計）１

21 22

0 0 0 0 0

20

達成率（単年度％） 100.0

30

10

50 40 10

必要性・有効性・効率性の確認 判断理由　（課題の抽出）

20 20 40 5

その他特記事項

33.3 40.0 100.0 50.0

必
要
性

どうしても必要な事業か？

利用者のニーズは高いか？

本組合が関与する必要があるか？

しゅんせつ土砂処分場計画の策定については、安全かつ効率的な名古屋港
の開発整備の観点から、本組合が積極的に関与すべき重要な事務事業と考
えています。

※これまで目標年度
を23年度としていまし
たが、引き続き計画
策定にかかる作業が
必要なため、目標年
度を延長する必要が
あります。（24年度行
政評価）

○ ・×

○ ・×

○ ・×

○ ・×

○ ・×

計画策定には至ってませんが、現処分場の処理能力を考慮すると、早期に
計画を策定する必要があります。

○ ・×

コスト

○ ・×

○ ・×

○ ・×

計画策定には様々な調整が必要なため、本組合をはじめとする関係者が協
力して、取り組んでいます。

個別施策評価結果を踏まえた来年度以降の取り組み

国によるしゅんせつ土砂処分場計画の策定及び公表が早期に行われるよう、国等と協力し、関係者調整を図っていきます。

判断理由

延伸
計画策定にかかる調整が必要となったことから目標年度を延伸して取り
組むため。

個別施策評価結果による
今後の取り組みの方向性

事務事業 成果

0.00.0 0.0 0.0 0.0

建設整備事業一般事務事業 計画 事業化 事業 管理

事務事業の段階


